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　まえがき

　この対談は、おそらくとても珍しいタイプのものだと思う。多
くの対談企画は、詳細な台本を作って進めていると思うが、ここ
では一応メモは作成したものの、かなりその場の発想で次々とい
ろいろな話題に発展していった。
　自分（中村）は、話をしながらいろいろなことを思いつくタイ
プで、この対談でも、はっと思いついたことを、事前の打ち合わ
せもなくいきなり加藤さんに問いかけてしまった。本当はルール
違反かもしれない。今でいう「無茶ぶり」である。しかしそのよ
うな突然の質問にもかかわらず、加藤さんは次々といろいろなこ
とを閃き、たくさんの知識や経験を披露していただき、その結果、
対談はどんどん発展していった。しゃべっている者としても、と
てもわくわくする瞬間であり、加藤さんの広い知見や深い学識に
驚かされるばかりであった。
　この対談では、キャリア・ディベロップメントを共通テーマと
して裁判官と弁護士の仕事の仕方や人生の送り方について話をし
た。おそらくこの内容は、法曹だけでなく、いろいろな職種の方
達に関心を持っていただけるのではないか。裁判官は、メンバー
シップ型かジョブ型か、という議論を元に、何をもってジョブ型
とみるのか、その核心は何かということに思いを巡らせた。また
弁護士はジョブ型の典型でありながら、実はそうはなっていない。
仕事の選び方ややりがいというのも、改めて考えた。本当は、充
実した人生というのは、好奇心にあるのではないか、と気がつい
た。
　弁護士としては、地裁の裁判官と高裁の裁判官の事件記録の見
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方の違いや、部総括になれる裁判官の力量の見方など、これまで
知らなかったことも盛りだくさんで、「そうだったのか」と腹落
ちすることがたくさんあった。裁判所の裁判官育成の仕組みは、
以前から薄々気がついてはいたのであるが、とても良い仕組みだ。
先輩の裁判官が、本気で良い裁判官を育成しようとしている。そ
れを自分の本質的な仕事として捉えている。弁護士の世界は、そ
ういう姿勢が全く足りていない。
　この対談にあたっては、やはり Z 世代など新しい世代の考え
方をいろいろ研究して臨んだ。彼らの価値観や常識などはどう
やって生まれたのか。キャリア教育やジェンダー平等、働き方改
革など種々の要因があるが、おそらく会社や家族、国といった帰
属集団が失われつつあることがその背景だろう。また SNS でリ
アル以外の世界が人生の多くを占めるようになったので、それが
持てる常識に大きく影響を与えている。社会変革の中で、その帰
結として個人主義の時代になってしまった。それが新しい世代の
不安と焦燥につながっている。
　スキルを獲得することが、新しい世代の最大の課題である。生
成 AI や AI エージェントなど次々技術革新が進む。スキルの中身
を検討すると、知識と訓練と知恵（個性）の３つに分けられるの
ではないか。この対談で思ったのであるが、知恵（個性）は、そ
の知見をどこで獲得したのか、その瞬間をすべて明瞭に思い出す
ことができた。あのときあの事件で先輩がこういう知恵をひねり
出したこと、あのときあの事件で先輩がこういう会議の進め方を
したこと、あのときあの事件で先輩から準備書面の書き方につい
てこういうアドバイスをもらったこと、等々。はっとした瞬間に、
その記憶がずっと残される。そういう目からうろこ体験が100個
とか200個とかあり、それが今の自分のスキルや個性を形成して
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いることを改めて認識した。教えてくれた諸先輩方には心より感
謝である。一方、個別の知識は、例えば会社法の学説とか判例は、
日頃の仕事の中で知ったのであるが、いつ知ったのか個別に思い
出せるものはなかった。スキルの獲得の仕方が、知識と訓練と知
恵（個性）でまったく違うのである。これは学習をする際、ある
いは仕事の仕方や、事務所の選び方にも大きな影響を及ぼす要因
である。教育は先輩の模倣から始まる、というのは古代からいわ
れていることであるが、改めて実感した。
　本書は自分にとって、どうして自分の人生がこういう風に形成
されてきたのかということを思い返すとても良い機会になった。
　読者の皆様方に何かしら、面白いと思っていただける点があれ
ば幸甚である。対談にお声がけいただいた加藤さんには心より感
謝である。また商事法務の皆様方には大変ご苦労をいただいた。
心より感謝申し上げる。

　令和８年４月吉日

� 弁護士　中村　直人　　
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